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WinSyslog バージョンヒストリー 

WinSyslog Ver.17 

 

 

17.5 Release Date: 2023-10-18 

Build-IDs: Service 17.5.0.643, Client 17.4.0.669 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 RELP サポート： 

librelp 1.11.0 にアップデートしました。 

 ファイルログアクション： 

高負荷、高ストレス状況下において問題を引き起こす可能性のある、ファイル名処理の競合条

件を修正しました 

 フィルターエンジン： 

IP タイプフィルターにおいて大なり(＞)小なり(＜)フィルターの誤りを修正しました。 

 ネットワークコア： 

接続がシャットダウン状態にある場合、割り込み時のネットワークエラーデバッグ出力を抑制

しました。 

 

17.4 Release Date: 2023-06-21 

Build-IDs: Service 17.4.0.639, Client 17.4.0.669 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 Syslog アクション： 

アクションが「TCP 接続を」「同じターゲットに対し」「同時に複数回」開こうとする、非常に

稀なケースを修正しました。 

同一のアクションに対して同時接続確立の再試行が発生するのを避けるため、処理を強化しま

した。 

 Syslog アクション： 

接続が失敗し、Syslog キャッシュが有効になっている時のエラー処理を修正しました。

Syslog バックアップサーバーが有効な時、Syslog キャッシュがアクティブ化された後、アク

ションは正しくプライマリーサーバーへと再接続を試みます。 

 メール送信アクション： 

送信先が複数の時のサーバー処理問題を修正しました。 

一部のメールサーバーにおいて、追加のプロトコルデータが返された時、複数行の応答を返し

ます。 

修正前、これらの追加プロトコルデータが正しく検知されなかったため、アクションの失敗を

引き起こすケースがありました。 

 ログローテーション： 

ライセンスを原因とする機能使用不可のエラー報告を修正しました。 

 ネットワークコア： 

接続を閉じる際の安定性を強化しました。 

 

17.3 Release Date: 2022-11-09 (※JTC 版公開 2023-04-10) 

Build-IDs: Service 17.3.0.637, Client 17.3.0.664 

機能 

 TLS サポート：OpenSSL 1.1.1q にアップデートしました。 

 RELP サポート：librelp 1.10.0 にアップデートしました。 
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不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 メール送信アクション： 

複数受信者が指定された際の RFC5322 プロトコルの問題を修正しました。 

 デバッグログ： 

デバッグログ中のポート番号の出力を修正しました。 

 内部処理： 

文字列からタイムスタンプに変換する際のサマータイムの検出を修正しました。 

 ファイルアクション： 

I/O 負荷が非常に高い状況でファイルがクローズされると、ワーカースレッドで予期しない例

外が発生しました。このファイルの競合状態を修正しました。 

 RELP 送信アクション： 

バージョン 14.0 の librelp 更新によってセッション確立時の問題が起きていました。これを修

正しました。 

 

17.2a Release Date: 2022-03-03 (※JTC 版公開 2022-09-30) 

Build-IDs: Service 17.2.0.634, Client 17.2.0.662 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 ファイルアクション： 

I/O 負荷が高い状況での安定性を高めるために、ファイル クローズ処理が強化されました。 

 

17.2 Release Date: 2022-01-18  (※JTC 版は公開見送り) 

Build-IDs: Service 17.2.0.632, Client 17.2.0.660 

機能 

 Syslog サービス： 

RFC3164 Syslog ヘッダーで年を検出するためのオプションが追加されました。有効にすると

通常の RFC3164 ヘッダーに続いた YEAR パートの検出を試みます。 

※JTC 注：RFC3164 のタイムスタンプには YEAR パートがありません。一部のデバイスが送

信する RFC3164 類似のシスログヘッダーに対応します。 

例：<34>Feb 18 22:14:15 2022 192.168.100.1 SyslogTag: MessagePart 

新オプション「メッセージ・タイムスタンプから年の解析を試みる(RFC 3164)」は、オプシ

ョン「オリジナルのメッセージ・タイムスタンプを使用(RFC 3164)」とともに使用します。 

 Syslog サービス： 

TCP Syslog 経由で受信する際のメッセージサイズ制限が追加されました。デフォルト値は

1MB でこれは Syslog RFC で定義された実装推奨値よりはるかに大きな値です。 

※JTC 注：「全般」-「エンジン」で設定値を構成できます。 

 Syslog テスト メッセージ送信ツール： 

設定クライアントに付属する「Syslog テスト メッセージ送信ツール」が Syslog TLS をサポ

ートするようになりました。 

 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 TLS サポート： 

X.509 証明書をチェックする際のサーバー側の問題を修正しました。 

 ファイル設定： 

大きな数値（符号付/符号なし）を読み込む際の問題を修正しました。 

 キューエンジン： 

イベントログの過剰書き込みを回避するために、「キュー満杯時の警告/エラーイベント」につ
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いての制限を追加しました。 

 ファイルアクション： 

高 I/O 負荷時の安定性が向上しました。 

 エンジン： 

安定性が向上しました。 

 

17.1 Release Date: 2021-07-14  (※JTC 版は公開見送り) 

Build-IDs: Service 17.1.0.629, Client 17.1.0.650 

機能 

 ログローテーション： 

ログローテーション後の圧縮が有効になっている場合、ユーザーにとってより自然であるよう

に zip ファイル内のファイルはローテーション前のファイル名を使用するようになりました。 

 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 ログローテーション： 

「ローテーション後にファイルを移動」の移動先に、元のファイルと異なるドライブを指定し

て正しく動作するようになりました。 

 ステータスアクション： 

複数のステータスアクションが同時に実行されたときに誤った値になる問題を修正しました。 

 

 

17.0 Release Date: 2021-03-09  (※JTC 版は公開見送り) 

Build-IDs: Service 17.0.0.627, Client 17.0.0.647 

メジャーバージョン17について 

 主要な新機能として、強化されたログファイルローテーションが製品に含まれるようになりま

した。これにより書き込まれたログファイルの自動バックアップとローテーションが可能にな

ります。 

 出力側では、ブロックする可能性のあるすべてのアクションに専用のアクションキューを追加

しました。これによりパフォーマンスが向上し、またアクションが対象に接続できない場合や

その他の理由でブロックされた場合のバッファリング機能が提供されます。 

 非常に重要なこととしては最新の Windows Server と Windows10 ビルド 20H2 を完全にサ

ポートするようになりました。 

 フィルタリング機能が IPv6 やステータス情報に関して強化されました。 

 そのほか、新しいプロパティの追加により機能がさらに充実し、サポートライブラリのアップ

グレードで最新のセキュリティ機能が使用できるようになりました。たとえば TLS1.3 のサポ

ートです。※JTC 注：設定クライアントの項目は未実装ですが内部で優先的に使用されます。 

 

機能 

 フィルターエンジン： 

IPv6 アドレスでフィルターするためのサポートが追加されました。 

 ファイルアクション： 

ログローテーションのサポートが追加されました。 詳細については、マニュアルを参照して

ください。 

 アクションキャッシング： 

アクション処理が失敗した場合の RELP、SETP、および SNMP アクションでのキャッシング/

キューイングのサポートが追加されました。 

 フィルターエンジン： 

グローバルステータス変数タイプのフィルターを使用するときにフィルター結果を保存するた

めのサポートが追加されました。 
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 キューエンジン： 

キューが満杯になったときに生成される警告/エラーイベントが追加されました。 

 librelp： 

librelp を v1.8.0 に更新しました。 

 Openssl： 

バージョン 1.1.1g に更新しました。 

 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 ファイルログアクション： 

ログファイルのサイズが 4GB を超えるときの追加書き込みの問題を修正しました。 

 フィルターエンジン： 

ステータスタイプフィルターを使用する場合の SaveIntoProperty の処理を修正しました。 

 キューエンジン： 

2 つの TCP Syslog セッションが同時に閉じられたときに内部例外として

STATUS_STACK_BUFFER_OVERRUN が発生する問題を修正しました。 

 

WinSyslog Ver.16 

16.2d Release Date: 2021-02-19 (※JTC 版公開 2021-04-05) 

Build-IDs: Service 16.2.0.623, Client 16.2.0.634 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 ファイルログアクション： 

ログファイルのサイズが正確に 4294967295 バイトであるような特別な状況で追加書き込み

をすると、ファイル処理がエラーになりました。※注 

 Syslog 転送アクション： 

（TCP オプションのディスクキューを使用している場合に）キャッシュファイルのサイズが正

確に 4294967295 バイトであるような特別な状況で追加書き込みをすると、ファイル処理がエ

ラーになりました。※注 

※JTC 注：このエラーは、ファイルサイズが正確に「４GB×整数倍－１Byte」のときに発生しました。 

 

16.2c Release Date: 2021-01-27 (※JTC 版は公開見送り) 

Build-IDs: Service 16.2.0.622, Client 16.2.0.634 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 Syslog サービス： 

不正な形式の syslog ヘッダーを持つ syslogtag （rfc5424 のみ）の解析の問題を修正しました。 

 Syslog サービス： 

2 つの null バイトが rawsyslogmsg プロパティに追加される問題を修正しました。 

 IPv6：ソースが IPv6 アドレス文字列に変換されたときの変換の問題を修正しました。 

 

16.2b Release Date: 2020-10-26 (※修正リリースは JTC 版のみ 公開 2020-11-27) 

Build-IDs: Service 16.2.0.620, Client 16.2.0.634 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 Syslog サーバーサービスの「メッセージエンコードを自動検出する」を無効にした場合に発生

する不具合を修正しました。サービスの文字列処理に NULL 文字が含まれる可能性があり、そ

のままログファイルに書き出されることがありました。※デフォルトの設定ではこの不具合は

発生しません。 
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 受信メッセージ内の特定のパターンにより予期せぬメッセージ解析が実行される不具合を修正

しました。メッセージの一部が誤って 「syslogtag」プロパティに保存されることがありました。 

 

16.2b Release Date: 2020-09-04 (※JTC 版は公開見送り) 

Build-IDs: Service 16.2.0.619, Client 16.2.0.634 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 プログラム開始アクション：「ファイル設定」モードにおいて 「同期タイムアウト設定」のデフ

ォルト値が 10 秒ではなく誤って 10 ミリ秒になっていました。※ 「レジストリ設定」モードで

は発生しません。 

 ルールエンジン： STATUS_STACK_BUFFER_OVERRUN 例外への対応。この例外は実際には

スタックバッファオーバーランが発生したことを意味するものではありません。これは新しい

例外タイプが導入された Windows ネットワークコードの最近のセキュリティアップデートが

原因と思われます。この例外は、2 つの Syslog 転送アクションがまったく同じミリ秒で TCP セ

ッションを閉じるという非常にまれな状況で発生する可能性がありました。 

※ STATUS_STACK_BUFFER_OVERRUN 例 外 の 詳 細 に つ い て は 、 検 索 キ ー ワ ー ド

「STATUS_STACK_BUFFER_OVERRUN doesn't mean that there was a stack buffer 

overrun」で見つかるマイクロソフトサイトの記事をご参照ください。 

 

16.2a Release Date: 2020-07-21 (※JTC 版は公開見送り) 

Build-IDs: Service 16.2.0.618, Client 16.2.0.634 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 設定リロードの実行中にサービスが異常終了されることがありました。 

 設定リロードの実行中にユーザーがサービスを停止した時の不具合。(※ 「停止中」状態の継続) 

 

16.2 Release Date: 2020-06-16  (※JTC 版は公開見送り) 

Build-IDs: Service 16.2.0.617, Client 16.2.0.634 

機能 

 ファイルログアクション ：作成日時/更新日時を制御するオプション 「ファイルの作成日時/更新

日時を明示的に更新」を追加しました。 

 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 ファイルログアクション ：現在開いているファイルをすぐに閉じてしまう問題を修正しました。

ファイルタイムアウトが適切に処理されるようになりました。 

 

16.1a Final Release Date: 2020-03-10 (※JTC 版は公開見送り) 

Build-IDs: Service 16.1.0.611, Client 16.1.0.630 

機能 

 TLS サポート：OpenSSL 1.0.2u にアップデートしました。 

 

16.1 Final Release Date: 2020-01-31 (※JTC 版は公開見送り) 

Build-IDs: Service 16.1.0.610, Client 16.1.0.630 

機能 

 プロパティエンジン： 

ローカルコンピューター名を含む新しい静的プロパティ %localhostname% を追加しまし

た。 

 Syslog アクション： 
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RFC5424 ヘッダーの Syslog バージョンを 1 に修正しました。※誤って 0 が使用される場合

がありました。 

 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 キューエンジン： 

アクションをリトライするロジックで同じ情報が再処理される問題を修正しました。 

 プロパティエンジン： 

ソケットサブシステムの初期化の問題を修正しました。この問題は、ネットワークアクション/

サービスが使用されていない時に toipv4address / toipv6address オプションを使用すると発

生しました。 

 エンジン： 

名前から IP アドレスに解決する際の複数のメモリリークを修正しました。 

 ファイルアクション： 

ローテーションログの起動時に全てのログファイルがすでに最大値を超えている場合に問題が

発生するため、これを修正しました。 

 

16.0 Final Release Date: 2019-07-01 (※JTC 版公開 2019-12-05) 

Build-IDs: Service 16.0.0.605, Client 16.0.0.627 

機能 

 設定クライアントが使用する .NET Framework を更新しました。 

(※JTC 注： version 4.7.2 以降の.NET Framework が必要です。必要とされるバージョンが

存在しない場合 WinSyslog のインストーラーは.NET Framework を自動的にインストールし

ようとしますが、.NET Framework のみを事前にインストールすることを弊社は推奨いたしま

す。) 

 Windows Server 2019 の正式サポート。 

 設定の再ロード： 指定した URL(https)から設定を読み込む機能が追加されました。 

 プロパティエンジン： 新しいオプションが追加されました。 

date-rfc3164strict： date-rfc3164 と同じですが、日が 10 未満の場合は月の後はスペース

2 つとなります。 例： Oct 3 (cf. Oct 03) 

crlftovbar： すべての CRLF または LF を垂直バー文字に置き換えます。 

replacechar： 単一の文字を別の単一の文字に置換します。 

（設定例： %msg:$x:$y:replacechar% 単一文字 x を y へ置換） 

removecc： 0x00～0x1F の範囲のすべての制御文字を削除します 

 TLS サポート：OpenSSL エラーが内部処理される際のエラーレポートが強化されました。 

 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 デバッグログ出力が有効の場合に設定リロードでフリーズすることがありました。修正されま

した。 

 syslog 送信アクション：RFC3164 syslog ヘッダーを使用するときに、欠落していた

RealSource オプションを追加しました。 

 

WinSyslog Ver.15 

15.2 Final Release Date: 2019-04-25 (※JTC 版公開 2019-08-06) 

Build-IDs: Service 15.2.0.602, Client 15.2.0.624 

機能 

cppcheck や LLVM などの活用でコードを強化しました。 
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不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 日付プロパティの置換オプション処理に関する問題を修正しました。 

 UTF8 エンコーディング検出において、BOM より前にある文字列が誤って削除されるバグを修

正しました。 

 「送信許可デバイス」のバグを修正しました。登録された許可エントリが、内部タイムアウト処

理によって、24 時間後に誤って削除されることがありました。 

 

Ver.15.1 Final Release Date: 2018-08-23 (※JTC 版公開 2018-10-10) 

Build-IDs: Service 15.1.0.597, Client 15.1.0.619 (JTC 版 15.1.0.622) 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 設定クライアント： 

ツリービューの更新表示において誤ったノードを切り替えていて 「下へ移動」の後に誤った順序

で表示されていました。（注 1） 

 

注 1 ：この修正対応は JTC 版のみでなされております。メーカーから直接ダウンロードできるインスト

ー ラーでは未対応です。 

 

Ver.15.1 Final Release Date: 2018-08-23 (※JTC 版公開 2018-09-20) 

Build-IDs: Service 15.1.0.597, Client 15.1.0.619(JTC 版 15.1.0.621) 

機能 

 RELP リスナー サービス/ RELP 送信アクション： 

Librelp ライブラリーを 1.2.17 に更新しました。 

 RELP リスナー サービス/ RELP 送信アクション： 

TLS サポートを追加しました。（OpenSSL ライブラリー使用） 

 RELP リスナー サービス： 

インターネットプロトコルタイプ （IPv4 / IPv6）の設定が追加されました。TLS サポート ：匿

名通信（Certless）のサポートが追加されました。 

 TLS サポート： 

匿名通信（Certless）のサポートが追加されました。(注 1) 

 TLS サポート： 

TLS 通信メソッドをバージョンごとに有効/無効にする設定が追加されました。 

 TLS サポート： 

高度な OpenSSL コマンドパラメータの設定が追加されました。 

 プロパティエンジン： 

文字列を McAfee CEF 形式に変換するための新しいオプション「cef」が追加されました。 

 OpenSSL： 

OpenSSL 診断情報を独自のデバッグシステムに渡す機能を追加しました。 

 イベントの正規化アクション： 

Array 型をプロパティに変換し、変換されたプロパティをデバッグログに出力する機能を追加

しました。 

 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 イベントの正規化アクション： 

出力フォーマットが無効に設定されているときに、アクションが動作しなくなる問題を修正し

ました。 

 イベントの正規化アクション： 

イベントの正規化アクションが使用されている際の、サービスのシャットダウンや、設定リロー
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ドについての問題を修正しました。 

 TLS サポート： 

期限切れの内部証明書を削除しました。(注 1) 

 

注 1 ：TLS 匿名認証の内部処理が変更されました。WinSyslog と EventReporter を TLS 匿名認証で

連携する際は、それぞれ WinSyslog 15.1 以降、EventReporter 16.1 以降である必要があります。以

前のバージョンと TLS 通信で連携する際は（自己）証明書を用いる必要があります。 

 

Ver.15.0 Release Date: 2018-04-11 

Build-IDs: Service 15.0.0.591, Client 15.0.0.613 

機能 

 Syslog 転送アクション： 

複数の Syslog サーバー（ロードバランシング）のサポートを追加しました。 

 Syslog 転送アクション： 

バックアップ Syslog サーバーも接続時に試行されるようになりました。以前は、プライマリサ

ーバーへの既存の接続が中断された場合にのみバックアップサーバーが使用されていました。 

 SNMP トラップ受信： 

SNMP OID のディスクリプションを出力メッセージに含める新しいオプションが追加されまし

た。 

 コアエンジン： 

ネットワークエラーに関するデバッグ出力を強化しました。 

 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 プロパティエンジン： 

RFC3339 文字列変換を使用するときの夏時間の処理を修正しました。夏時間が間違って常に適

用されていました。 

 プロパティエンジン： 

XML 出力を使用したときのプロパティの動的な変換が修正されました。このバグにより、SETP

プロトコルまたは Syslog キャッシュモードを使用して送信するときに、一部のプロパティが失

われていました。 

 設定再読み込み： 

設定再読み込み後に SNMP MIB ツリーが欠落していた問題を修正しました。 

 

WinSyslog Ver.14 

Ver.14.3c Release Date: 2018-1-16 

Build-IDs: Service 14.3.0.583, Client 14.3.0.605 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 プロパティエンジン： 

XML レポート形式を使用すると、最初の動的プロパティが欠損する不具合を修正しました。

この不具合は、SETP 送信および Syslog TCP ファイル―キャッシング機能にも影響がありま

した（%rawsyslogmsg%欠損）。 

 

Ver.14.3b Release Date: 2018-1-11 

Build-IDs: Service 14.3.0.582, Client 14.3.0.605 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 プロパティエンジン： 
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compressspace プロパティの置き換えオプションが正常に機能しなくなる不具合を修正しま

した。 

 

Ver.14.3a Release Date: 2017-10-11 

Build-IDs: Service 14.3.0.581, Client 14.3.0.605 

不具合修正 

以下の不具合が修正されました。 

 デバッグ出力： 

Windows ソケットエラーの誤ったデバッグが出力される不具合を修正しました。 

 Discard Action： 

「破棄」アクションが呼び出された時の問題を修正しました。（デバッグログがフルオプショ

ンで有効の場合のみ） 
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お問い合わせ 

弊社では、Adiscon WinSyslog に関するご意見、フィードバックをお待ちしております。 

Adiscon WinSyslog についてご不明な点がございましたら、以下までお問い合わせください。 

 

 

免責事項について 

本書に掲載されている内容はメーカー情報の参考訳です。メーカーサイトと Adiscon スタッフより提

供された情報に基づいて作成されています。あくまでもお客様の便宜のためのものであり、この内容

が英文と合致することを保証するものではありません。また、翻訳された情報が最新であることを保

証するものではありません。万一、本書の内容に誤りもしくは不足があった場合でも、弊社は記載さ

れている情報の利用による損害や損失に対するいかなる責任も負いません。十分にご検証の上ご利用

ください。 

 

典拠 URL 

 https://www.winsyslog.com/versions/ 

 https://www.adiscon.com/winsyslog/winsyslog-17-3-released/ 

 https://www.adiscon.com/winsyslog/winsyslog-17-2-released/ 

 https://www.adiscon.com/winsyslog/winsyslog-17-1-released/ 

 https://www.adiscon.com/winsyslog/winsyslog-17-0-released/ 

 

ジュピターテクノロジー株式会社（Jupiter Technology Corp.） 

 

住所：   〒183-0023 東京都府中市宮町一丁目 40 番地 KDX 府中ビル 6F 

URL：   https://www.jtc-i.co.jp/ 

電話番号：  042-358-1250 

FAX 番号：  042-360-6221 

 

購入前のお問い合わせ 

お問い合わせフォーム： https://www.jtc-i.co.jp/contact/scontact.php 

メール：   sales@jtc-i.co.jp 

購入後のサポートお問い合わせ 

カスタマーポータル：  https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/ 

https://www.jtc-i.co.jp/contact/scontact.php
mailto:sales@jtc-i.co.jp
https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/

